
武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」事業報告

1．はじめに

　急速に進む高齢化をふまえ、厚生労働省は高

齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のも

とで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らし

い暮らしを人生の最期まで続けることができる

よう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地

域包括ケアシステム）の構築を推進しています。

地域包括ケアシステムの構築の推進に向けては、

地域の実情に応じた在宅支援の充実が求められ

ています。

　看護学部は今年度に開設 3 年目を迎え、教育

研究活動に努めているところですが、地元であ

る西宮市の地域住民の皆様が健康で自立した生

活を送ることへの支援の一端を担いたい、また、

それにより地域包括ケアを担える人材の育成と

いった質の高い教育を行うことができる能力を

教員が身につけ、社会に貢献できる学生を育成

したいという思いより、地域貢献活動および教

育研究活動の一環として武庫川女子大学看護学

部「まちの保健室」事業を開設する運びとなり

ました。

2．目的

　子どもから高齢者まで幅広い年齢層を対象と

した地域住民の心身の健康、子育て、生活習慣

病予防、介護などの様々な不安や悩みに対し気

軽に話せる場を提供し、健康に関する相談に応

じ、また、心身の健康に関する講座を開催する

などの活動を通して、地域住民に対する健康増

進並びに本学部の教育研究に寄与することを目

的としています。

3．開設までの経緯

1）先駆的事例の視察

　開設に先立ち、大学および地域においてまち

の保健室等の取り組みを先駆的に実施されてい

る 4 か所の視察を行いました。

視察先

・藤田保健衛生大学　地域包括ケア中核セン

ター、まちかど保健室（愛知県豊明市）

・聖マリア学院大学　まちなか保健室ほっとス

テーションマリア（福岡県久留米市）

・暮らしの保健室（東京都新宿区）

・マギーズ東京（東京都江東区）

2）兵庫県看護協会との連携

　「まちの保健室」事業は、日本看護協会、全国

の都道府県看護協会が平成 12 年度より地域での

看護の新しい提供システムを志向して展開して

います。「まちの保健室」とは、「学校の保健室」

のように、心や身体についての様々な気がかり

や問題を、誰でも看護職に気軽に相談すること

ができる場と機能のことをいい、活動内容は、

健康相談、子育て支援、介護相談などがあります。

　兵庫県看護協会「まちの保健室」は、平成 13
年に阪神淡路大震災の被災地に開設し、震災後

の復興支援において活発な活動を展開してきま

した。このような歴史と信頼を基盤とし、地域

住民の皆様にとって身近で安心、信頼できる「ま

ちの保健室」をつくりたいという考えのもと、

武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」を、

兵庫県看護協会「まちの保健室」事業の実施拠

点の一つとしました。

3）関係機関への訪問

　武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」を

地域住民の皆様が安心して利用できるよう、開

設にあたり西宮市の保健医療福祉の関係機関お
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よび自治会に理解を得られるように訪問して説

明を行いました。

訪問先

・西宮市（大学連携室、鳴尾支所、鳴尾公民館、

保健所、鳴尾保健福祉センター）

・西宮市医師会

・西宮市歯科医師会

・西宮市薬剤師会

・鳴尾連合自治会

・鳴尾地区民生・児童委員協議会

・西宮市社会福祉協議会

・西宮市地域包括支援センター

・鳴尾会館

・まち café なごみ

・武庫川学院

4）後援の依頼

　西宮市医師会、西宮市歯科医師会、西宮市薬剤

師会、西宮市、武庫川学院に武庫川女子大学看護

学部「まちの保健室」の後援をいただいています。

5）会場の設定

　わざわざ足を運ばなくても日常生活の中で気

軽に相談できる場を目指し、地域住民の皆様が

日々活用されるショッピングモールでの開催を目

指しました。西宮市大学連携室のご尽力により、

「ららぽーと甲子園」のご協力を得られました。

6）周知・広報

　ちらし、ポスターを作成し、上記の関係機関

等に配布や配架を依頼するとともに、ららぽー

と甲子園の館内広告やホームページにも掲載し

ていただいています。また、武庫川女子大学ホー

ムページ、武庫川女子大学看護学部ホームペー

ジ（ムコジョ看護ブログ等）、武庫川学院広報誌

「リビエール」などで広報活動を行っています。

また、西宮の情報発信サイト西宮流のお声かけ

により、西宮市の FM 局であるさくら FM に出

演しての広報も行いました。

4．活動の実際

1）スタッフ

　看護師、保健師、助産師の資格を持つ看護学

部教員全員が兵庫県看護協会「まちの保健室」

事業にボランティア登録をして実施しています。

教員に加え看護学部事務室の職員および看護師

の資格を持つ大学院看護学研究科の院生、西宮

市保健所管内保健師研究会より西宮市の保健師

が参加しています。2 月からは薬に関する相談

に本学薬学部との連携のもと西宮市薬剤師会の

薬剤師が参加しています。

　企画・運営などは主に、武庫川女子大学看護

学部「まちの保健室プロジェクト」のメンバー

が行っています。

　会場ではスタッフとして認識してもらえるよ

う、ユニフォームとしてポロシャツを作りました。

背中には、親しみやすいひらがなで「むこがわ

じょしだいがく」というロゴが入っています。ま

ちの保健室用に作成したポロシャツですが、好

評を博しましたので、看護学部の教職員・学生

が誰でも着用できるようにしました。鮮やかな

ピンクと白の 2 種類があります。

2）活動内容

（1）日時：概ね第一水曜日の 10 時から 13 時

（2）場所：ららぽーと甲子園　2 階オーシャン

ライドコート

（3）実績

武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」事業報告

「病院に行くほどでもないけど、気がかりなことがある」

そんな時、ぜひ気軽に立ち寄ってみてください。

「まちの保健室」では、心身の健康、子育て、生活習慣病、介護等の様々な不安や悩み、

健康に関する相談に看護師・保健師・助産師が応じます。血圧測定も行っています。

「病院に行くほどでもないけど、気がかりなことがある」

そんな時、ぜひ気軽に立ち寄ってみてください。

「まちの保健室」では、心身の健康、子育て、生活習慣病、介護等の様々な不安や悩み、

健康に関する相談に看護師・保健師・助産師が応じます。血圧測定も行っています。

武庫川女子大学看護学部

まちの保健室

兵庫県看護協会「まちの保健室」阪神南支部拠点

問合せ

2017年 ８月２日（水） 、９月６日（水） 、 10月4日（水）

※以後、毎月第一水曜日開催予定

10：00～13：00
上記時間帯に、看護師・保健師・助産師がお待ちしています。
（助産師は不在のこともあります。相談者が多い場合は、お待ちいただくことがあります。）

ららぽーと甲子園２Ｆ オーシャンライドコート

阪神電車「甲子園駅」東改札口より徒歩5分

武庫川女子大学看護学部事務室

兵庫県西宮市池開町6-46 Tel 0798-39-9005

無料

場 所

日にち

検索：「ららぽーと甲子園」
ＱＲコード

後援 ： 西宮市医師会、西宮市歯科医師会、西宮市薬剤師会

西宮市、武庫川学院

時 間

Microsoft Office template https://www.microsoft.com/ja-jp/office/pipc/template/result.aspx?id=11741

広報用のちらし 写真 1　ららぽーと甲子園の常設ポスター

写真 2　ユニフォーム
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　小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の母親が認識している児の学校での疾患に関連した否定的な体験

とそれに対する母親の思いを明らかにすることを目的に、小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の母親 13
名に半構造化面接調査を行い、内容分析法にて分析した。母親は口唇裂・口蓋裂児の否定的な体験と

して【容姿や行動の違いへの指摘に自分で対応できた】【容姿の違いへの指摘や病気の暴露に苦痛を感

じていた】と認識していた。その体験に対して母親は【疾患に関連したからかいは起こるものだ】【疾

患に関連したからかいによる子どもの苦痛をわかってあげたい】【子どもが自分でからかいに対応でき

るようになって欲しい】【子どもに自分の疾患を前向きに捉えて欲しい】【教師はからかいに適切に対

応して欲しい】と思っていることが明らかになった。医療者は親子と共にからかいへの対処方法を考

えると同時に、教師の疾患への理解を深めるよう支援していく必要がある。

キーワード：口唇裂、口蓋裂、小学校低学年、母親、からかい

Ⅰ．はじめに

　口唇裂・口蓋裂は、日本人においては約 500
〜 600 人に 1 人の割合で出生する最も多い先天

異常の一つであり、哺乳障害、咀嚼障害、嚥下

障害、耳鼻科的問題、構音障害、歯列異常、不

正咬合、顔面の審美性の問題等が生じる （古郷 , 
西尾 , 2010; 幸地 , 2007）。治療は乳幼児期の手

術だけでなく、幼児期の言語訓練、学童期の歯

列矯正や必要時の骨移植術、思春期・青年期の

鼻の形成術等、長期に渡り継続して行う必要が

ある。手術をすれば治癒する疾患ではあるが、

先天性の外表疾患であることから、親のショッ

クや自責感は大きく、子どもの将来に対する不

安も大きい （新田 , 藤原 , 石井 , 2012; 坂梨 , 大
池 , 2013; 峠 , 新田 , 池 , 熊谷 , 西尾 , 2010; 佐
藤 , 2004）。学童期は、エリクソンの発達段階の

4 段階「学齢期」にあたり、この時期の発達課

小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の疾患に関連した
否定的な体験に対する母親の認識

Maternal Recognition of Negative Experiences
of School-Aged Children with Cleft Lip and/or Palate

北尾美香 1）＊・熊谷由加里 2）・高野幸子 2）・池美保 2）

古郷幹彦 3）・植木慎悟 1）・藤田優一 1）・藤原千惠子 1）

要  旨

-研 究 報 告-

題は「勤勉性の獲得と劣等感の克服」である （岡

田, 2007）。この時期に形成される人間的強さは、

勤勉と劣等という対立する感情を乗り越えてい

く過程において、子どもが社会人としての適格

性を見出し、自分のものにしていくことである 
（岡田 , 2007）。また、学童期になると社会的関

係の範囲が広がり、それまでの家族から拡大し

た他者すなわち友達や先生、地域の大人などと

の関係が始まり （安藤 , 2006）、主な活動の場が

家庭から学校生活へと移行する。子どもたちは、

学校生活において、学校の規則に適応すること、

学習に取り組むこと、友達をつくることなど、

自分で対応しなければならない課題と向き合う。

しかし、小学校低学年の子どもたちは、遊びに

夢中になって規則を守れなかったり、相手の立

場に立って物事を考えることができなかったり

するため、しばしば子ども同士が対立し、けん

・参加者は初回の 7 月が 92 名、8 月からは毎回

100 名を超え、12 月までの 6 回で延 696 名が

健康相談や健康指標の測定を利用されました。

・健康相談としては、心身の健康相談、血圧測

定、健康情報の提供などを行っています。体

調の気がかりがあるにもかかわらず受診でき

ていなかった方が受診するきっかけになった

り、子ども連れの方が保健師に子育てに関す

る相談をしたりという場になっています。

・血圧測定を利用された方は 6 回で延 416 名

でした。日頃測定する機会の少ない方が健康

チェックに利用したり、普段ご自宅で測定し

ている方が日中活動時の血圧を確認したりさ

れています。

・血管年齢測定、骨密度・骨強度測定（超音波

骨評価）では、数値として健康状態の目安を

知ることができ、食事・運動などの改善の動

機づけにしていただいています。

武庫川女子大学看護学部
「まちの保健室」プロジェクトメンバー

和泉京子、新田紀枝、寳田穂、徳重あつ子、

宮嶋正子、久山かおる、秋山正子、阪上由美、

宗岡千晴、松井菜摘、谷澤陽子、阿曽洋子

5．今後の展望

　武庫川女子大学看護学部「まちの保健室」が、

より多くの方に役立てるよう取り組んでまいり

ます。来年度は、今年度同様にららぽーと甲子

園でほぼ毎月の開催を予定しています。将来的

には常設スペースで行うことが望ましいのでは

ないかと考えています。

　来年度以降は看護学部の学生の参加も予定し

ています。武庫川女子大学看護学部の学生たち

は、実習施設でも積極性や清潔感を評価してい

ただいています。そのような学生たちの参加に

より、より一層、明るく元気な「まちの保健室」

になればと期待しています。地域住民の皆様の

健康な生活の一助となりますよう、教職員・学

生が一体となり、他学部とも協力し継続してま

いります。
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小学校低学年の口唇裂・口蓋裂児の疾患に関連した否定的な体験に対する母親の認識

写真 3　会場の様子

写真 4　骨密度・骨強度測定
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